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（
一
）

私
は
イ
ン
ド
か
ら
中
国
・
朝
鮮
半
島
を
経
て
日
本
に
伝
流
す
る
仏
教
美
術
、
と

く
に
仏
像
彫
刻
を
永
年
に
わ
た
っ
て
探
訪
し
て
き
た
。
ガ
ン
ダ
ー
ラ
・
マ
ト
ゥ
ラ

ー
を
源
流
と
し
て
展
開
す
る
仏
像
彫
刻
は
、
カ
ラ
コ
ル
ム
山
脈
を
越
え
て
崑
崙
山

脈
の
北
麓
、
あ
る
い
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
流
れ
て
、
パ
ミ
ー
ル
高
原
を
経
て
天

山
山
脈
南
麓
の
オ
ア
シ
ス
都
市
に
数
々
の
石
窟
寺
院
を
残
し
て
行
く
。
し
か
し
残

念
に
も
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
は
、
長
び
く
内
紛
の
た
め
訪
れ
る
機
会
を
逸
し
て
し
ま

っ
た
。
一
九
九
二
年
三
月
パ
キ
ス
タ
ン
当
局
の
特
別
許
可
を
受
け
て
、
ペ
シ
ャ
ー

ワ
ル
と
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
を
結
ぶ
重
要
な
国
境
の
峠
で
あ
る
カ
イ
バ
ル
峠
を
訪
れ

て
、
眼
下
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
を
望
ん
だ
の
が
、
せ
め
て
も
の
私
の
願
望
を
癒
す

縁
で
あ
っ
た
。
二
〇
〇
一
年
三
月
イ
ス
ラ
ム
原
理
主
義
勢
力
タ
リ
バ
ー
ン
に
よ
っ

て
バ
ー
ミ
ヤ
ン
の
東
西
大
仏
が
破
壊
さ
れ
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
仏
教
遺
跡
の
大

半
を
収
蔵
し
て
い
た
カ
ブ
ー
ル
の
国
立
博
物
館
の
所
蔵
品
も
、
紛
争
の
た
め
破
壊

や
略
奪
に
あ
っ
て
一
部
を
残
し
て
多
く
が
散
逸
し
て
し
ま
っ
た
。

二
〇
〇
二
年
七
月
よ
り
九
月
に
わ
た
っ
て
、
東
京
芸
術
大
学
大
学
美
術
館
で
は

「
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
悠
久
の
歴
史
展
」
が
催
さ
れ
、
ベ
グ
ラ
ー
ム
・
ハ
ッ
ダ
・
バ
ー

ミ
ヤ
ン
石
窟
な
ど
の
遺
品
の
数
々
が
公
開
さ
れ
、
さ
ら
に
同
年
十
月
に
は
、
中
淳

志
氏
の
バ
ー
ミ
ヤ
ン
東
西
大
仏
破
壊
後
の
撮
影
で
あ
る
労
作
写
真
集
が
東
方
出
版

よ
り
出
版
さ
れ
た
。
東
京
芸
大
大
学
美
術
館
の
「
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
悠
久
の
歴
史

展
」
に
は
、
ベ
グ
ラ
ー
ム
出
土
品
や
ハ
ッ
ダ
出
土
の
仏
・
菩
薩
の
頭
部
が
ギ
メ
国

立
東
洋
美
術
館
か
ら
多
く
出
品
さ
れ
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
は
一
九
二
二
年
か
ら
向

こ
う
三
十
年
間
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
国
内
の
遺
跡
の
考
古
学
的
調
査
を
独
占
す
る

ギ
メ
国
立
東
洋
美
術
館

宇

野
　
茂

樹
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権
利
を
ア
フ
ガ
ン
政
府
か
ら
獲
得
し
、
貴
金
属
お
よ
び
唯
一
無
二
の
出
土
品
で
な

い
限
り
、
発
掘
品
の
半
分
を
フ
ラ
ン
ス
に
持
ち
帰
る
確
約
を
得
た
。
そ
の
発
掘
品

を
収
蔵
す
る
の
が
ギ
メ
国
立
東
洋
美
術
館
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
調
査
隊
の
独
占
し

た
三
十
年
が
過
ぎ
て
一
九
五
二
年
始
め
て
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
遺
跡
は
フ
ラ
ン
ス

以
外
の
国
の
調
査
隊
に
も
解
放
さ
れ
た
。
早
速
イ
タ
リ
ア
の
調
査
隊
が
入
り
、
日

本
か
ら
も
京
都
大
学
調
査
隊
が
一
九
五
九
年
か
ら
調
査
を
は
じ
め
た
。
そ
の
後
、

ア
メ
リ
カ
・
ド
イ
ツ
・
ソ
連
・
イ
ギ
リ
ス
・
イ
ン
ド
の
各
調
査
団
も
入
っ
て
い
る

が
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
発
掘
で
、
出
土
品
が
国
外
に
持
ち
出
さ
れ
た
の
は
、
文

化
協
定
で
認
め
ら
れ
た
フ
ラ
ン
ス
だ
け
で
あ
る
。
カ
ブ
ー
ル
国
立
博
物
館
収
蔵
品

の
大
半
が
略
奪
さ
れ
て
流
出
し
、
あ
る
い
は
破
壊
さ
れ
た
今
、
ギ
メ
国
立
東
洋
美

術
館
の
所
蔵
品
は
貴
重
な
存
在
で
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
探
訪
の
諦
め
と
東
京
芸
大

の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
催
し
に
刺
激
さ
れ
た
私
は
、
二
〇
〇
二
年
十
一
月
下
旬
ギ

メ
国
立
東
洋
美
術
館
を
訪
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

（
二
）

ギ
メ
国
立
東
洋
美
術
館
は
十
九
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
・
リ
ヨ
ン
出
身
の
実
業
家
エ

ミ
ー
ル
・
ギ
メ
が
、
収
集
し
た
東
洋
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
核
と
す
る
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
を
代
表
す
る
東
洋
美
術
館
で
あ
る
。
ギ
メ
は
フ
ラ
ン
ス
の
依
頼
で
諸
外
国
の
宗

教
調
査
を
目
的
と
し
た
旅
に
出
て
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
を
始
め
と
し
て
イ
ン
ド
・

パ
キ
ス
タ
ン
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
・
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
・
ビ
ル
マ
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
中

国
・
朝
鮮
・
日
本
な
ど
を
歴
訪
し
て
そ
の
宗
教
美
術
を
持
ち
帰
っ
た
。
ギ
メ
が
日

本
に
立
ち
寄
っ
た
の
は
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
の
約
五
ヶ
月
の
間
で
あ
っ
た
。

帰
国
し
た
ギ
メ
は
リ
ヨ
ン
に
宗
教
美
術
館
を
創
設
し
た
が
、
の
ち
彼
の
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
は
国
に
寄
贈
さ
れ
て
パ
リ
で
公
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

現
ギ
メ
国
立
東
洋
美
術
館
は
、
一
階
は
東
南
ア
ジ
ア
美
術
（
ク
メ
ー
ル
、
チ
ャ

ン
パ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ビ
ル
マ
、
チ
ベ
ッ
ト
）、
二
階
は
西
ア
ジ
ア
美
術
（
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
、
イ
ン
ド
、
パ
キ
ス
タ
ン
）、
三
階
は
東
ア
ジ
ア
美
術
（
中
国
、
朝
鮮
、

日
本
）、
地
階
は
企
画
展
示
室
と
な
っ
て
い
る
。

ギメ国立東洋美術館
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一
階
東
南
ア
ジ
ア
美
術

一
階
展
示
の
中
心
を
な
す
も
の
は
ク
メ
ー
ル
美
術
で
あ
る
。
館
を
入
る
と
真
正

面
に
神
蛇
（
ナ
ー
ガ
）
の
胴
を
掴
ん
で
綱
引
き
を
す
る
デ
ー
ヴ
ァ
の
神
が
入
覧
者

を
迎
え
、
そ
の
背
後
に
数
多
く
の
ク
メ
ー
ル
美
術
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。

ク
メ
ー
ル
族
の
歴
史
は
紀
元
前
後
ご
ろ
ま
で
遡
り
う
る
が
、
ク
メ
ー
ル
美
術
が

新
し
い
発
展
の
時
代
を
迎
え
る
の
は
九
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
ア
ン
コ
ー

ル
（
都
城
の
意
）
が
創
建
さ
れ
た
の
は
、
そ
の
後
ま
も
な
く
の
こ
と
で
、
ア
ン
コ

ー
ル
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
の
西
部
、
ト
ン
レ
サ
ッ
プ
湖
の
北
に
位
置
し
、
ア
ン
コ
ー

ル
・
ト
ム
は
そ
の
代
表
的
な
も
の
で
、
著
名
な
ア
ン
コ
ー
ル
・
ワ
ッ
ト
は
そ
の
南

に
あ
る
。
こ
の
地
方
が
政
治
・
文
化
の
中
心
に
な
る
の
は
ジ
ャ
ヤ
ヴ
ァ
ル
マ
ン
二

世
の
と
き
か
ら
で
、
王
は
ク
メ
ー
ル
族
を
統
一
し
て
、
繁
栄
期
を
迎
え
る
こ
の
国

の
基
礎
を
築
い
た
。
以
後
、
王
都
の
内
外
に
は
大
小
多
数
の
寺
院
が
建
立
さ
れ
、

一
般
に
九
世
紀
か
ら
十
三
世
紀
ご
ろ
ま
で
を
ア
ン
コ
ー
ル
時
代
と
呼
び
、
そ
れ
は

ク
メ
ー
ル
族
の
旺
盛
な
造
形
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
、
熱
烈
な
宗
教
信
仰
・
強
力
な
専

制
王
権
と
の
結
実
が
主
導
を
な
し
て
生
み
出
し
た
ク
メ
ー
ル
美
術
時
代
で
あ
っ
た
。

ク
メ
ー
ル
の
勢
力
は
十
世
紀
ご
ろ
よ
り
ラ
オ
ス
や
タ
イ
に
も
伸
び
て
、
ラ
オ
ス
の

ワ
ッ
ト
・
プ
ー
、
ま
た
タ
イ
と
国
境
を
接
す
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
カ
オ
・
プ
レ
ア
・

ビ
ヘ
ー
ル
遺
跡
、
さ
ら
に
タ
イ
の
ウ
ボ
ン
ラ
ー
チ
ャ
タ
ニ
や
ナ
コ
ン
ラ
ー
チ
ャ
シ

マ
、
ロ
ッ
プ
ブ
リ
ー
な
ど
に
も
ク
メ
ー
ル
美
術
の
遺
跡
が
所
在
し
て
い
る
。

い
ま
こ
れ
ら
の
遺
跡
は
保
護
さ
れ
て
、
ク
メ
ー
ル
美
術
の
真
髄
を
よ
く
伝
え
て

は
い
る
が
、
そ
れ
は
い
づ
れ
も
ク
メ
ー
ル
建
築
と
そ
れ
の
装
飾
が
主
と
な
っ
て
い

る
。
す
な
わ
ち
祠
堂
の
回
廊
を
飾
る
宗
教
的
説
話
、
創
建
者
の
事
蹟
に
関
す
る
浮

彫
や
、
祠
堂
・
門
な
ど
の
正
面
、

（
ま
ぐ
さ
）、
破
風
、
柱
な
ど
の
装
飾
的
浮
彫

文
様
や
意
匠
か
ら
ク
メ
ー
ル
彫
刻
の
美
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
神
像
や
護
法

像
の
独
尊
像
は
ほ
と
ん
ど
伝
え
て
い
な
い
。
そ
れ
が
ギ
メ
国
立
東
洋
美
術
館
で
は

シ
バ
神
な
ど
独
尊
の
優
れ
た
も
の
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

例
え
ば
等
身
大
の
シ
バ
神
像
や
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
神
像
、
ま
た
孔
雀
明
王
の
も
と
に
な

る
マ
カ
マ
ュ
リ
像
、
馬
頭
の
神
像
な
ど
十
一
世
紀
か
ら
十
二
世
紀
に
わ
た
る
神
像

が
公
開
さ
れ
て
い
る
。
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
神
と
考
え
ら
れ
る
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
八
臂

像
の
上
半
身
に
は
、
小
さ
な
無
数
の
神
々
が
一
面
に
彫
り
だ
さ
れ
、
そ
れ
は
時
代

は
異
な
る
が
中
国
雲
岡
石
窟
第
十
八
洞
の
仏
像
体
躯
の
化
仏
を
思
わ
せ
、
亦
こ
の

シバ神
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像
の
顔
の
表
現
は
、
ク
メ
ー
ル
独
特
の
微
笑
を
含
ん
だ
魅
力
あ
る
も
の
で
、
ク
メ

ー
ル
族
の
造
形
美
術
の
創
造
性
を
如
何
な
く
描
出
し
て
い
る
。
建
築
装
飾
の
一
部

も
多
く
収
蔵
さ
れ
て
い
て
、
祠
堂
や
門
な
ど
の
正
面
、

、
破
風
の
精
緻
な
彫
刻

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ク
メ
ー
ル
の
建
築
は
、
と
こ
ろ
狭
し
と
ば
か
り
に
装
飾

的
浮
彫
文
様
や
装
飾
意
匠
を
施
す
の
が
特
色
で
、
公
開
さ
れ
て
い
る
も
の
の
中
に

イ
ン
ド
の
二
大
叙
事
詩
「
マ
ハ
ー
バ
ー
ラ
タ
」
や
「
ラ
ー
マ
ー
ヤ
ナ
」
か
ら
取
材

し
た
挿
話
を
浮
彫
し
た
も
の
も
あ
り
、
い
づ
れ
も
ク
メ
ー
ル
建
築
装
飾
の
躍
動
し
、

正
気
に
み
ち
た
力
強
い
表
現
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

二
階
西
ア
ジ
ア
美
術

二
階
に
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
イ
ン
ド
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
仏
教
美
術
と
一
部
に

ヒ
ン
ド
ゥ
教
の
美
術
が
公
開
さ
れ
る
。
二
階
に
公
開
さ
れ
る
三
国
は
、
い
づ
れ
も

亜
イ
ン
ド
大
陸
の
国
々
で
、
初
期
仏
教
美
術
の
展
開
に
大
き
な
役
割
り
を
担
う
重

要
な
地
域
で
あ
る
。

イ
ン
ド
に
仏
像
が
現
わ
れ
て
く
る
の
は
西
紀
後
一
世
紀
終
り
ご
ろ
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。
そ
の
発
祥
地
は
パ
キ
ス
タ
ン
の
ガ
ン
ダ
ー
ラ
地
方
と
、
イ
ン
ド
の
マ
ト

ゥ
ラ
ー
地
方
で
、
最
初
、
仏
伝
に
釈
迦
像
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
釈
迦
の
独

尊
像
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
そ
の
の
ち
二
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

ガ
ン
ダ
ー
ラ
地
方
の
仏
陀
は
大
衣
で
両
肩
を
お
お
い
、
小
さ
な
頭
光
と
肉
髻
、
口

ひ
げ
を
つ
け
、
そ
の
服
装
は
イ
ン
ド
風
で
は
あ
る
が
、
衣
文
や
大
衣
の
処
理
な
ど

は
ギ
リ
シ
ア
系
の
表
現
手
法
に
倣
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
反
し
て
マ
ト
ゥ
ラ
ー
地
方

の
仏
陀
は
、
右
肩
を
ぬ
い
だ
偏
袒
右
肩
と
両
肩
を
大
衣
で
包
ん
だ
通
肩
の
二
種
が

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
立
像
と
坐
像
が
あ
る
。
偏
袒
右
肩
は
立
像
、
坐
像
と
も
に
年
代

の
早
い
も
の
に
多
く
、
通
肩
タ
イ
プ
は
比
較
的
お
そ
く
現
れ
る
。
像
容
は
特
異
な

巻
貝
形
（
カ
パ
ル
ダ
型
）
肉
髻
を
頭
上
に
結
び
、
丸
顔
で
、
大
衣
は
肉
体
が
透
き

と
お
る
よ
う
に
薄
く
彫
出
し
て
、
す
こ
ぶ
る
イ
ン
ド
風
で
あ
る
。
仏
像
の
出
現
に

つ
い
て
早
く
か
ら
ガ
ン
ダ
ー
ラ
起
源
説
が
唱
え
ら
れ
て
い
た
が
、
二
〇
世
紀
前
半

中
ご
ろ
に
マ
ト
ゥ
ラ
ー
起
源
説
が
出
て
き
て
、
両
者
の
先
後
を
論
じ
る
こ
と
は
現

段
階
で
は
困
難
と
さ
れ
る
。

い
ま
館
に
は
ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
彫
像
と
し
て
は
、
釈
迦
菩
薩
像
な
ど
が
公
開
さ
れ

て
い
る
。
釈
迦
菩
薩
像
は
等
身
大
の
完
形
立
像
で
、
頭
光
を
配
し
、
貴
人
風
の
い

ガンダーラ　釈迦菩薩立像
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ろ
い
ろ
の
厳
身
具
を
つ
け
た
菩
薩
（
太
子
）
と
し
て
の
釈
尊
像
で
、
台
座
に
は
供

養
者
が
浮
彫
さ
れ
る
。
普
通
ガ
ン
ダ
ー
ラ
彫
刻
は
一
部
が
破
損
し
て
い
る
も
の
が

多
い
の
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
像
は
完
存
す
る
だ
け
に
貴
重
な
二
世
紀
末
の
彫
像

と
い
え
る
。
マ
ト
ゥ
ラ
ー
彫
刻
も
、
頭
光
の
上
半
分
と
肉
髻
、
両
手
先
が
欠
失
す

る
釈
迦
坐
像
な
ど
が
公
開
さ
れ
る
。

釈
迦
坐
像
は
シ
ク
リ
産
の
白
の
斑
点
が
点
在
す
る
赤
色
砂
岩
で
作
ら
れ
、
身
体
の

透
け
て
見
え
る
薄
い
大
衣
を
偏
袒
右
肩
に
ま
と
い
、
顔
は
丸
顔
で
、
マ
ト
ゥ
ラ
ー

仏
の
特
徴
を
具
備
し
、
欠
損
し
た
頭
光
の
頭
上
に
は
恐
ら
く
飛
天
が
配
さ
れ
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
近
く
に
は
五
世
紀
ご
ろ
の
美
し
い
グ
プ
タ
ー
彫
刻
が
公

開
さ
れ
る
が
、
残
念
な
こ
と
に
頭
部
を
失
な
っ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
南
イ
ン
ド
で

前
一
世
紀
か
ら
数
世
紀
間
栄
え
た
ア
ン
ド
ラ
王
朝
の
ア
マ
ラ
ー
ヴ
ァ
テ
イ
大
塔
の

石
板
浮
彫
の
一
部
や
、
オ
リ
ッ
サ
州
ラ
リ
ッ
タ
ギ
リ
ー
遺
跡
の
グ
プ
タ
後
期
の
仏

像
も
あ
り
、
そ
れ
に
加
え
て
ヒ
ン
ド
ゥ
教
の
各
年
代
に
わ
た
る
神
々
の
彫
像
が
陳

列
さ
れ
て
興
味
が
そ
そ
ら
れ
る
。

今
回
ギ
メ
東
洋
美
術
館
を
訪
れ
た
目
的
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
収
蔵
品
は
、
バ

ー
ミ
ヤ
ン
Ｄ
洞
の
壁
面
断
片
、
カ
ク
ラ
ク
の
壁
画
、
フ
ォ
ン
ド
ゥ
キ
ス
タ
ン
の
仏

陀
像
、
菩
薩
像
や
龍
王
像
、
ハ
ッ
ダ
の
仏
陀
や
奉
献
者
の
多
数
の
頭
部
、
ス
ト
ゥ

ー
パ
基
壇
、
ベ
グ
ラ
ム
出
土
の
ガ
ラ
ス
器
、
象
牙
細
工
、
青
銅
製
品
、
ス
ル
フ
・

コ
タ
ル
の
基
壇
付
け
柱
、
カ
ピ
サ
周
辺
出
土
の
仏
陀
像
な
ど
が
主
な
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
常
設
に
展
示
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
ベ
グ
ラ
ム
出
土
品
と
ハ
ッ
ダ
出
土
品

が
中
心
を
な
し
て
い
る
。

ベ
グ
ラ
ム
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
中
央
を
東
西
に
横
た
わ
る
ヒ
ン
ド
ウ
ク
シ
ュ

山
脈
の
南
麓
、
い
ま
の
チ
ャ
リ
カ
ル
の
町
の
近
く
に
あ
っ
て
、
ク
シ
ャ
ン
王
朝
の

最
強
の
君
主
カ
ニ
シ
ュ
カ
王
の
カ
ピ
シ
城
の
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ク
シ
ャ
ン

族
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
興
っ
た
民
族
で
、
前
一
世
紀
ご
ろ
勢
力
を
得
て
、
バ
ク

ト
リ
ア
地
方
か
ら
ア
フ
ガ
ン
東
部
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
、
カ
シ
ュ
ミ
ー
ル
、
イ
ン
ド
の

西
北
部
を
領
有
す
る
大
帝
国
を
つ
く
っ
た
。
最
盛
期
が
カ
ニ
シ
ュ
カ
王
朝
時
代
で
、

王
の
在
位
年
代
に
つ
い
て
は
異
説
が
多
い
が
、
大
体
二
世
紀
中
ご
ろ
と
言
わ
れ
て

い
る
。
王
は
仏
教
を
篤
く
信
奉
し
、
そ
の
布
教
に
つ
と
め
、
領
内
に
仏
教
が
ひ
ろ

マトゥラー　釈迦坐像
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く
伝
播
し
た
。
パ
キ
ス
タ
ン
の
ガ
ン
ダ
ー
ラ
派
、
イ
ン
ド
の
マ
ト
ゥ
ラ
ー
派
と
い

っ
た
独
立
し
た
美
術
様
式
が
確
立
し
た
の
も
王
の
時
代
で
あ
っ
た
。
ク
シ
ャ
ン
王

朝
は
、
三
世
紀
ペ
ル
シ
ャ
・
サ
ー
サ
ー
ン
の
侵
攻
を
受
け
、
五
世
紀
に
は
エ
フ
タ

ル
族
に
征
服
さ
れ
る
な
ど
し
て
、
次
第
に
弱
小
化
す
る
が
、
ク
シ
ャ
ン
文
化
の
伝

統
は
七
、
八
世
紀
ご
ろ
ま
で
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
存
続
し
た
。
八
世
紀
末
に
な
る

と
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
イ
ス
ラ
ム
化
が
始
ま
り
、
九
世
紀
に
は
仏
教
寺
院
の
終
焉

を
迎
え
た
の
で
あ
る
。

美
術
館
に
陳
列
さ
れ
る
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
の
絵
付
け
ガ
ラ
ス
や
切
り
子
ガ
ラ

ス
や
グ
レ
コ
・
ロ
ー
マ
ン
様
式
の
青
銅
器
、
漢
代
の
中
国
の
漆
器
、
イ
ン
ド
・
マ

ト
ゥ
ラ
ー
将
来
と
考
え
ら
れ
る
象
牙
細
工
（
象
牙
細
工
は
文
献
に
は
見
え
る
が
、

こ
の
頃
の
遺
品
は
イ
ン
ド
に
遺
存
し
な
い
）
は
、
い
づ
れ
も
ベ
グ
ラ
ム
の
カ
ニ
シ

ュ
カ
王
カ
ピ
シ
城
王
宮
内
か
ら
大
量
出
土
し
た
一
部
で
、
ベ
グ
ラ
ム
は
東
西
文
化

の
十
字
路
の
様
相
を
示
し
て
い
た
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。
ベ
グ
ラ
ム
か
ら
は
仏
像

は
出
土
し
て
い
な
い
が
、
付
近
の
シ
ョ
ッ
ト
ラ
ッ
ク
、
パ
イ
タ
ヴ
ァ
、
ハ
ム
・
ザ

ル
ガ
ル
と
い
っ
た
寺
院
跡
か
ら
は
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
風
の
石
彫
や
ス
ト
ウ
ッ
コ
像
が

出
土
し
て
い
る
。
こ
れ
は
ク
シ
ャ
ン
時
代
の
も
の
で
は
あ
る
が
、
カ
ニ
シ
ュ
カ
王

の
時
代
ま
で
遡
り
う
る
か
は
分
か
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

ハ
ッ
ダ
の
出
土
品
は
数
多
く
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。
ス
ト
ゥ
ー
パ
や
仏
陀
や
奉

献
者
の
頭
部
で
、
お
も
に
ス
ト
ウ
ッ
コ
像
と
片
岩
ま
た
は
石
灰
岩
の
浮
彫
で
、
こ

れ
ら
は
三
〜
四
世
紀
の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ス
ト
ウ
ッ
コ
は
多
彩
な
装
飾

品
と
仏
陀
、
菩
薩
、
供
養
者
、
比
丘
、
戦
士
、
魔
衆
な
ど
多
様
な
人
物
像
で
、
ハ

ッ
ダ
の
造
形
美
術
こ
そ
、
ギ
リ
シ
ヤ
の
美
を
こ
れ
ほ
ど
見
事
に
理
解
し
た
も
の
は
、

中
央
ア
ジ
ア
の
う
ち
、
ど
こ
に
も
見
当
た
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

ハ
ッ
ダ
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
東
部
の
ナ
ン
ガ
ル
ハ
ー
ル
州
の
都
で
あ
っ
た
、
ジ

ェ
ラ
ー
バ
ー
ド
の
南
十
二
キ
ロ
に
位
置
す
る
。
ギ
リ
シ
ヤ
の
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
美
術
か

ら
の
影
響
が
ガ
ン
ダ
ー
ラ
よ
り
顕
著
と
見
ら
れ
る
、
一
五，

〇
〇
〇
体
の
ス
ト
ウ

ッ
コ
や
粘
土
像
が
み
つ
か
っ
た
仏
教
遺
跡
で
あ
る
。
玄
装
は
『
大
唐
西
域
記
』
に

こ
の
町
、
住
人
、
僧
院
の
こ
と
に
ふ
れ
て
い
る
。
ハ
ッ
ダ
や
ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
彫
像

に
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
様
相
が
流
入
し
た
の
は
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
大
王
の
イ
ン
ド
遠

征
に
淵
源
す
る
。
大
王
が
亡
く
な
る
と

下
の
将
軍
た
ち
は
帝
国
を
分
割
統
治
す

る
こ
と
に
な
り
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
周
辺
地
域
は
急
速
に
独
立
に
向
っ
て
行
く
。

ヒ
ン
ド
ゥ
ク
シ
ュ
山
脈
の
北
に
広
が
る
バ
ク
ト
リ
ア
は
、
西
紀
前
三
世
紀
中
ご
ろ

ハッダ出土　仏頭
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に
は
独
立
王
国
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
ろ
イ
ン
ド
最
初
の
帝
国
で
あ
っ
た
マ
ウ
リ
ヤ

王
朝
（
前
三
二
二
〜
前
一
八
四
）
は
西
へ
伸
張
し
て
い
た
が
、
衰
退
す
る
と
バ
ク

ト
リ
ア
王
国
は
ヒ
ン
ド
ウ
ク
シ
ュ
山
脈
の
南
に
勢
力
を
の
ば
し
、
イ
ン
ド
辺
境
に

古
代
イ
ン
ド
・
ギ
リ
シ
ア
系
の
幾
つ
か
の
王
国
が
成
立
し
た
。
こ
れ
ら
の
王
国
は

前
二
世
紀
中
ご
ろ
に
始
ま
っ
た
遊
牧
民
族
の
侵
略
に
よ
っ
て
バ
ク
ト
リ
ア
王
国
が

滅
ぼ
さ
れ
た
後
も
、
約
一
世
紀
の
間
、
存
続
し
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
地
方
へ
勢
力
を
伸

ば
し
た
。
前
二
世
紀
の
初
め
、
バ
ク
ト
リ
ア
王
朝
の
時
代
デ
ー
メ
ー
ト
リ
オ
ス
王

は
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
に
進
出
し
て
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
本
国
か
ら
独
立
し
て
、
パ
キ

ス
タ
ン
の
タ
キ
シ
ラ
を
都
と
す
る
イ
ン
ド
・
ギ
リ
シ
ア
王
国
を
つ
く
っ
て
い
る
。

タ
キ
シ
ラ
の
カ
ッ
チ
ャ
・
コ
ッ
ト
の
土
塁
は
ギ
リ
シ
ヤ
人
が
都
市
を
つ
く
っ
た
城

壁
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
王
国
も
前
一
世
紀
中
ご
ろ
西
方
か
ら
サ
カ
族
、
パ
ル
テ
ィ

ア
族
の
侵
略
に
屈
し
て
消
滅
し
た
。
ほ
ぼ
同
じ
時
代
、
史
上
初
の
遊
牧
民
の
大
帝

国
ク
シ
ャ
ン
王
朝
が
帝
国
を
建
て
た
の
で
あ
る
。
ク
シ
ャ
ン
王
朝
は
西
方
の
文
化

を
取
り
入
れ
た
文
化
を
樹
立
し
た
。
ガ
ン
ダ
ー
ラ
美
術
、
ハ
ッ
ダ
美
術
は
ク
シ
ャ

ン
文
化
の
精
華
で
あ
る
。
美
術
館
に
公
開
さ
れ
る
「
焔
肩
仏
立
像
」（
片
岩
、
三
〜

四
世
紀
）
の
両
肩
よ
り
焔
の
燃
え
上
が
る
さ
ま
は
、
ク
シ
ヤ
ン
朝
の
コ
イ
ン
に
刻

出
さ
れ
る
カ
ニ
シ
ュ
カ
王
の
肩
に
も
焔
肩
表
現
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
『
大
唐
西

域
記
』
の
文
中
に
、
カ
ニ
シ
ュ
カ
王
が
仏
に
加
護
あ
ら
ん
こ
と
を
祈
請
し
た
と
こ

ろ
、
王
の
肩
よ
り
焔
が
た
ち
起
こ
り
、
た
ち
ま
ち
に
悪
龍
を
調
伏
さ
せ
た
と
あ
る

か
ら
、
ク
シ
ャ
ン
族
の
も
つ
説
話
的
な
も
の
が
、
仏
陀
の
偉
大
さ
に
習
合
し
て
成

立
し
た
仏
陀
像
で
あ
ろ
う
。

三
階
東
ア
ジ
ア
美
術

三
階
に
は
中
国
、
朝
鮮
、
日
本
の
美
術
品
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。
中
国
美
術
は

陶
磁
器
関
係
が
主
と
な
っ
て
い
る
が
、
新
疆
地
方
の
石
窟
関
係
品
も
公
開
さ
れ
て

い
る
。
塑
像
で
は
キ
ジ
ル
石
窟
で
あ
る
と
か
シ
ク
シ
ン
石
窟
の
仏
頭
、
ま
た
キ
ジ

ル
石
窟
や
ベ
ゼ
ク
リ
ッ
ク
の
壁
画
の
断
片
も
あ
る
。
新
疆
の
オ
ア
シ
ス
都
市
に
点

在
す
る
数
々
の
石
窟
は
二
〇
世
紀
初
頭
よ
り
ス
ウ
エ
ー
デ
ン
、
ド
イ
ツ
、
イ
ギ
リ

ス
、
ロ
シ
ア
、
日
本
、
フ
ラ
ン
ス
の
調
査
隊
が
、
未
知
の
国
に
埋
も
れ
た
仏
教
美

術
を
探
訪
し
て
、
世
上
の
驚
嘆
を
喚
起
し
た
。
美
術
館
に
収
蔵
さ
れ
る
こ
れ
ら
の

遺
品
は
、
フ
ラ
ン
ス
隊
の
ペ
リ
オ
に
よ
っ
て
将
来
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
一
九

九
三
年
夏
シ
ク
シ
ン
石
窟
を
訪
れ
た
と
き
、
ド
イ
ツ
の
ル
・
コ
ッ
ク
が
シ
ク
シ
ン

焔肩仏立像
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石
窟
の
星
宿
洞
の
塑
造
観
音
像
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
ハ
ッ
ダ
出
土
の
花
神
像

に
似
て
、
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
的
な
華
麗
な
像
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
の
を
注
目
し
て
い

た
。
そ
の
塑
造
観
音
像
を
ギ
メ
東
洋
美
術
館
で
目
の
当
た
り
に
見
る
こ
と
が
で
き

た
こ
と
は
一
入
深
い
感
激
に
う
た
れ
た
。
ベ
ゼ
ク
リ
ッ
ク
の
壁
画
は
ニ
ュ
ー
・
デ

リ
ー
の
博
物
館
の
も
の
や
、
ベ
ル
リ
ン
の
ル
・
コ
ッ
ク
が
持
ち
帰
っ
た
誓
願
図
の

よ
う
に
大
き
な
も
の
で
な
く
、
小
さ
な
断
片
で
あ
る
が
、
採
色
の
保
存
は
き
わ
め

て
良
好
な
も
の
で
あ
る
。
キ
ジ
ル
の
壁
画
の
断
片
は
爪
先
で
立
つ
足
の
部
分
で
、

ル
・
コ
ッ
ク
が
ベ
ル
リ
ン
に
も
ち
去
っ
た
「
剣
士
の
群
像
」
の
足
先
と
よ
く
似
て

い
る
。

中
国
中
原
の
彫
像
と
し
て
は
雲
岡
二
六
洞
の
如
来
立
像
、
北
魏
正
始
元
年
（
五

〇
四
）
銘
仏
三
尊
像
、
東
魏
武
定
二
年
（
五
四
〇
）
銘
仏
三
尊
像
、
北
周
の
仏
五

尊
像
や
北
斉
期
と
考
え
ら
れ
る
頭
部
の
な
い
如
来
立
像
が
公
開
さ
れ
る
。
五
世
紀

末
年
か
ら
六
世
紀
に
わ
た
る
中
国
古
彫
刻
、
し
か
も
在
銘
像
が
収
蔵
さ
れ
る
こ
と

は
意
味
深
い
。
ま
た
唐
俑
の
数
々
も
公
開
さ
れ
、
そ
の
中
に
は
優
れ
た
作
品
も
多

い
。朝

鮮
半
島
の
美
術
は
あ
ま
り
多
く
な
い
。
し
か
し
朝
鮮
三
国
時
代
の
小
金
銅
仏

が
数
躯
公
開
さ
れ
て
い
る
。
い
づ
れ
も
七
世
紀
初
頭
の
彫
像
で
、
う
ち
一
躯
は
三

面
頭
飾
を
冠
し
て
榻
座
に
坐
し
た
半
跏
思
惟
像
で
、
朝
鮮
三
国
期
の
典
型
的
な
像

容
を
呈
し
て
い
る
。

日
本
美
術
の
部
屋
は
広
く
は
な
い
が
二
室
に
わ
た
っ
て
い
る
。
一
室
は
仏
教
美

術
で
、
他
の
一
室
は
近
世
絵
画
な
ど
で
あ
る
。
仏
教
美
術
は
彫
刻
と
仏
画
で
、
彫

刻
は
乾
漆
の
天
部
の
頭
部
や
九
世
紀
か
ら
十
世
紀
に
わ
た
る
木
彫
像
で
、
い
づ
れ

も
完
存
像
で
は
な
い
。
天
部
の
頭
部
は
脱
活
乾
漆
像
で
、
厚
手
に
乾
漆
を
塑
形
し

た
写
実
的
要
素
の
横
溢
し
た
天
平
期
の
秀
作
で
、
恐
ら
く
奈
良
の
古
刹
に
所
在
し

た
像
で
あ
ろ
う
。
木
彫
像
も
数
躯
に
す
ぎ
な
い
が
、
い
づ
れ
も
九
世
紀
か
ら
十
世

紀
の
造
像
で
、
量
感
の
充
実
し
た
彫
像
で
あ
る
。
エ
ミ
ー
ル
・
ギ
メ
が
明
治
九
年

来
日
し
た
と
き
収
集
し
た
と
考
え
る
が
、
乾
漆
像
に
し
て
も
木
彫
像
で
も
い
づ
れ

も
完
形
像
で
な
く
、
廃
仏
毀
釈
の
あ
ふ
り
に
よ
っ
て
寺
院
か
ら
流
れ
出
た
彫
像
で
、

修
理
が
さ
れ
な
い
ま
ま
公
開
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
像
の
構
造
が
よ
く
判
明
し
て
、

あ
る
意
味
に
お
い
て
は
幸
い
な
こ
と
で
あ
る
。
仏
画
も
数
幅
展
示
さ
れ
、
文
殊
十

羅
刹
女
像
な
ど
は
南
北
朝
時
代
の
保
存
良
好
な
仏
画
の
一
つ
で
あ
る
。
他
の
近
世

絵
画
室
は
、
俵
屋
宗
達
や
尾
形
光
琳
を
始
め
と
し
て
琳
派
の
作
品
が
、
大
き
な
掛

物
で
は
な
い
が
公
開
さ
れ
る
。
恐
ら
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
々
に
琳
派
の
装
飾
的
華

麗
さ
が
好
み
に
あ
う
の
で
あ
ろ
う
。

（
三
）

ギ
メ
国
立
東
洋
美
術
館
は
以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
イ
ン
ド
以
東
の
宗
教
美
術
、

ヒ
ン
ド
ウ
教
美
術
も
多
く
含
む
が
、
仏
教
美
術
の
発
展
過
程
と
、
東
へ
の
仏
教
美

術
東
漸
の
姿
を
豊
富
な
実
物
資
料
を
も
っ
て
説
明
す
る
こ
と
が
出
来
る
珍
し
い
美

術
館
で
、
世
界
に
あ
ま
り
他
例
を
見
な
い
。
し
か
も
例
え
ば
ハ
ッ
ダ
出
土
の
ス
ト

ゥ
ー
パ
の
ご
と
き
法
量
の
大
き
な
も
の
も
あ
っ
て
、
完
全
に
復
元
が
な
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
数
種
の
ス
ト
ゥ
ー
パ
基
壇
も
あ
わ
せ
て
公
開
さ
れ
、
あ
る
ス
ト
ゥ
ー
パ

基
壇
に
つ
い
て
は
復
元
せ
ず
に
出
土
状
態
の
ま
ま
補
強
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
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ハ
ッ
ダ
の
ス
ト
ウ
ッ
コ
像
で
想
起
さ
れ
る
の
は
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
タ
キ
シ
ラ
に
所

在
す
る
ジ
ョ
ー
リ
ア
ン
遺
跡
や
モ
フ
ラ
・
モ
ラ
ー
ド
遺
跡
の
ス
ト
ゥ
ー
パ
や
奉
献

ス
ト
ゥ
ー
パ
で
あ
る
。

ジ
ョ
ー
リ
ア
ン
は
レ
ベ
ル
が
違
っ
た
二
つ
の
塔
院
が
一
部
重
な
っ
て
所
在
し
、

東
部
に
一
段
高
く
僧
院
が
塔
院
に
接
し
て
所
在
し
て
い
る
。
北
側
の
塔
院
は
主
ス

ト
ゥ
ー
パ
が
な
く
、
数
基
の
奉
献
ス
ト
ゥ
ー
パ
と
祠
堂
が
残
っ
て
い
る
。
南
の
上

層
塔
院
は
中
央
に
円
形
基
壇
の
み
残
し
た
主
ス
ト
ゥ
ー
パ
が
あ
り
、
そ
れ
を
め
ぐ

っ
て
約
二
十
基
の
奉
献
ス
ト
ゥ
ー
パ
が
あ
っ
て
、
数
層
の
基
壇
の
四
面
に
は
ス
ト

ゥ
ッ
コ
で
塑
形
し
た
見
事
な
諸
像
で
飾
ら
れ
て
い
る
。
モ
フ
ラ
ー
・
モ
ラ
ー
ド
ウ

は
ジ
ョ
ー
リ
ア
ン
と
同
じ
峰
つ
づ
き
の
山
の
、
西
方
の
小
さ
な
谷
の
奥
に
ス
ト
ゥ

ー
パ
と
僧
院
が
あ
る
。
ス
ト
ゥ
ー
パ
は
縦
約
二
〇
メ
ー
ト
ル
、
横
約
十
八
メ
ー
ト

ル
、
高
さ
は
約
五
メ
ー
ト
ル
弱
で
、
基
壇
の
側
面
に
仏
・
菩
薩
の
ス
ト
ウ
ッ
コ
像

が
は
り
つ
け
ら
れ
、
こ
の
両
者
と
ハ
ッ
ダ
の
ス
ト
ウ
コ
像
は
非
常
に
近
似
し
て
い

る
。ス

ト
ウ
コ
の
塑
像
は
ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
初
期
か
ら
あ
っ
た
が
、
石
彫
像
に
押
さ
れ

て
あ
ま
り
発
展
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
の
ち
ガ
ン
ダ
ー
ラ
石
を
切
り
出
し
え
な
い

状
勢
に
入
る
と
、
石
膏
と
粘
土
の
粉
末
を
混
じ
て
塑
成
す
る
ス
ト
ウ
コ
を
も
っ
ぱ

ら
作
る
よ
う
に
な
る
。
タ
キ
シ
ラ
か
ら
ハ
ッ
ダ
に
わ
た
る
間
の
ス
ト
ウ
コ
像
は
正

気
に
あ
ふ
れ
、
洗
練
さ
れ
た
も
の
が
多
い
。

ギ
メ
国
立
東
洋
美
術
館
所
蔵
の
バ
ー
ミ
ヤ
ン
東
大
仏
仏
龕
の
太
陽
神
ミ
イ
ロ
＝

ミ
ヒ
ラ
図
の
模
写
も
、
東
大
仏
仏
龕
が
破
壊
さ
れ
た
い
ま
、
バ
ー
ミ
ヤ
ン
を
知
る

貴
重
な
資
料
と
な
っ
た
。

以
上
の
も
と
、
収
蔵
さ
れ
る
数
々
の
豊
富
な
美
術
資
料
を
、
現
存
す
る
遺
跡
を

頭
に
浮
か
べ
な
が
ら
、
東
洋
美
術
の
推
移
を
同
一
箇
所
で
探
求
で
き
る
こ
と
は
誠

に
希
有
な
美
術
館
で
あ
る
。
大
英
博
物
館
な
ど
著
名
な
博
物
館
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に

は
あ
る
も
の
の
、
東
洋
、
特
に
イ
ン
ド
を
基
点
と
し
て
ア
ジ
ア
に
展
開
し
た
宗
教

美
術
を
、
ギ
メ
国
立
東
洋
美
術
館
ほ
ど
収
集
保
管
し
て
い
る
施
設
は
他
に
な
い
と

い
え
よ
う
。

ハッダ　ストゥーパ基壇


